
■

差

藤

原

親

盛

に

つ

い

て

松

野

陽

一

ー

後

白

河

院

周

辺

の

歌

人

ー

藤
原
親
盛

は
、
後
白
河
院

に

「
北
面
下
藹
」
と
し
て
近
侍
し

て
活
躍
し
た
人

注
1

物

で
あ
る
。
歌
人
と
し

て
は
二
流
ど

こ
ろ
で
あ

っ
た
為
か
、

ほ
と
ん
ど
研
究

の

対
象
と
な

っ
て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
代

の
地
下
歌
人
と
し

て
は
歌
界

活
動

に
か
な

り
の
事
跡
を
残
し

て
お
り
、
あ
ま
り
和
歌

に
熱
心

で
は
な
か

っ
た

後
白
河
院

の
近
辺

で
は
例
外
的
な
存
在

で
あ

っ
た

こ
と
や
、
歌
林
苑
会
衆
と

の

交
渉
な
ど

に
注
目
す

べ
き
点
も
持

っ
た
人
物

で
あ

る
の
で
、
若
干

の
素
描
を
行

な

っ
て
み
た
い
。

経
歴
も
明
ら

か
で
な

い
点
が
多

い
が
、
父

は
、
久
保

田
淳
氏

の
説

か
れ
る
如

く
、
長
良
流

の
大
和
守
親
康

で
あ

っ
た
ら
し

い
。
生
年

は
不
明

で
あ

る
が
、
家

集
所
収
歌
中

で
最
も
詠
作
年
時

の
早

い
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
歌
会
が

「
四
条
宰

相
親
隆
入
道
会
」

で
あ
り
、
そ

の
親
隆

の
歿
し
た

の
が
永
万
元
年
(
=

六

五
)

八
月

二
三
目

(
顕
広
王
記
)

で
あ

る
こ
と

か
ら
、
仮

に
こ
の
歌
会

の
開
催
を

こ

の
永
万
元
年
と

し
、
親
盛
が
詠
作
可
能
年
令
、

こ
れ
も
仮

に
二
〇
歳
前
後
と
す

る
と
、
保
延

二
年

(
一
;

一六
)
頃

の
生
れ
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

か
。

こ
の

歌
会

の
詠
作
年
令
を

こ
の
年
令

に
比
定

し
た

の
は
、
後
述
す

る
よ
う

に
、

こ
の

後
作
品
が
連
続

し
て
見

え
る
よ
う

に
な

る

の
が
承
安

元
年

二

一
七

一
)
以
降

の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
や
や
間
が
あ

り
、

一
応
水
準

に
達

し
て
い
た
歌
人

の
大

半
が
招

か
れ

た
住
吉
社

歌
合

(嘉
応

二
〈

=

七
〇

〉
)
、
広

田
社
歌
合

(承

安

二
〈

=

七

二
〉
)

に
名

の
見

え
ぬ
と

こ
ろ
を
見

る
と

、
永

万
元
年
頃

は
ま

だ
無
名

の
時
期

に
当

り
、
格
別

の
記
念

す
べ
き
追
憶

か
ら
家
集

に
取

り
入
れ

た

も

の
で
、
歌
人
と

し
て

の
出
発
点
と

し
て
意
識

さ
れ

て
い
る
歌
会
な

の
で
は
な

い
か
と
想
像

し
て
み
た
か
ら
で
あ

る
。

こ

の
仮
年
令

に
よ
る
と
、
承
安
元
年

六

月

の
住
吉
御
幸
歌
会
が

二
六
歳
、
治
承

二
年
別
雷
社
歌
合
が

三
三
歳
、
同

四
年

の
福

原
遷
都

の
時
が

三
五
歳
、
寿
永
元
年

に
家
集

を
ま
と

め
た
の
が

三
七
歳
、

建
久

三
年
後
白
河

院
崩
御

に
際

し
て
出
家

し
た

の
が

四
七
歳

(
こ

の
時
大
和
守

注
2

だ

っ
た
。
従

五
位
下
あ

た
り
か
)
、
最
終
事
跡

の
正
治

二
年
石
清
水
社
歌
合

の

折

は
五
七
歳

だ

っ
た
と
い
う

こ
と

に
な

る
。
法
名

は
見
佛
。
賀
茂
重
保
が
月
詣

集
撰
進

に
先
立

っ
て
賀
茂
社
奉
納

の
目
的

で
三
十
六
人

の
歌
人

に
依
頼

し
た
百

首
型

式

の
家
集

(
い
わ
ゆ
る
寿
永

百
首
)

の

一
つ
で
あ

る

「
藤
原
親
盛
集
」

を

自

撰
し
、
私
撰
集

「
百
題
抄

」

(散
佚

。
和
歌
色
葉

・
八
雲
御
抄
)
が

あ
り
、

一1s‐



数
度

の
歌
合

の
主
催

・
運
営

に
当

り
、
堀
河
題

百
首
を
詠
ず

る
な
ど
、
歌
人
と

し
て
の

一
通

り
の
事
跡

は
遺

し
て
い
る
。
交
遊
圏

は
主
と
し

て
、
後
白
河
院
関

係

の
グ

ル
ー
プ
と
歌
林
苑

(但
、
後
期

の
賀
茂
社
中
心
時
代
)
グ

ル
ー
プ

で
あ

り
、
歌
集
中

の
道
因
と

の
贈
答
歌

左
衛
門
尉

に
な

さ
れ
て
侍

し
こ
ろ
よ
ろ
こ
ひ
お
も
ふ
な
と

も
て

(道
因
)

ひ
に
そ

へ
て
か
く

さ
か

へ
ゆ
く
き

み

こ
そ
は
う

た

の
は
や
し

の
花
と

み
て
け

り

返

し

い
と

～
し
く
お
も
ひ

の
み

こ
そ
ひ
ら
け
ぬ
れ
う

た

の
は
や
し

の
花
と
き

く
よ

り
の
中

の

「
歌

の
林

の
花
」
が

(儀
礼

的
な
意
味

を
も

つ
の
は
無
論

だ
が
)
、
歌

人
と
し
て

の
仲

間
意
識

か
ら
用
い
ら
れ
た
表
現

と
す
る
と
、
歌
林
苑
グ

〃
ー
プ

中

で
も

一
応

目
ぼ
し
い
立
場
に
い
た
こ
と
が
う

か
が

わ
れ
る
よ
う

に

思

わ

れ

る
。
歌
才
と

い
う

よ
り
も
、
権
力
者
後
白
河
院

に
近
侍

し
て
い
た
こ
と
が
、
交

友
関
係

に
お
け

る
立
場

を
有
利

に
し
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
が
、
小
侍
従
、
西

行
あ

た
り
と
交
渉

を
持

っ
て
い
る
点

は
注
目

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

寿
永

百
首

で
あ

る
家
集

の
集
載
歌
会

・
歌
合

・
百
首
歌
を
整
理
す

る
と
次

の

如
く
な

る
。
な

お
、
後
白
河
院
周
辺
グ

ル
ー
プ

の
歌
会

を
A
、
歌
林
苑
関
係
を

B
、
そ

の
他

を
C
と
表
示

し
て
お
く
。

①

C
四
条
宰
相
親
隆
入
道
会

(
永
万
元

・
8

・
23
以
前
)

依
花
猷
雨
、
海
辺

卯
花
、
松
風
秋
近
、
会
無
実
恋

②

A
住
吉
御
幸
会

(
承
安
元

。
6

・
1
?
)

祝

③

C
東
山
詩
合

(
教
長
入
道
歌
合
。
承
安
2

・
閨
12
)

隔
川
恋

④

B
賀
茂
歌
合

(
治
承
2

・
3

・
15
)

霞

・

(花
)

・

(
述
懐
)

⑤

A
日
吉
歌
合

(
治
承
2

・
8

・
23
以
前
)

花

・

⑥

C
大
僧
都
範
玄

歌
合

(
治
承
2

・
8

・
23
以
前
)

山
路
郭
公

⑦

A
福
原
遷
都

(
治
承
3

・
8
頃
)

⑧

C
三
井
寺

(山
家
)
歌
合

(
治
承
4

・
5
以
前
)

春
夜
月

⑨

C
高
野
教
長
入
道
会

(
治
承
4

・
10

・
15
以
前
)

⑩

B
俊
恵

七
十
賀
会

(養
和
2

・
春
)

⑪

A
新
熊
野
会

(寿
永
元

・
5

・
5
?
)

郭
公

・
盧
橘
近
薫

⑫

A
中
将
有
房
会

(有
房
八
幡
社
歌
合
)

橋
辺
霞

⑬

A
小
松
中
将
資
盛
会

鶯

月
影

絶
後
悔
恋

夜
過
関
路

⑭

C
百
首

(堀
河

百
首
題
)

若
菜

槿

九
月
尽

葦

氷

除
夜

忍
恋

鶴

⑮

B
賀
茂
歌
合

羈
旅
郭
公

⑯

B
賀
茂
会

関
路
螢

八
月
十

五
夜

秋
野
残
菊

水
辺
落
葉

引

構
結
縁

楽

⑰

B
賀
茂

に
て

恋

⑱

A
天
王
寺
御
幸
時
会

鹿
声
遠
聞

旅
宿
月

⑲

A
地
下
歌
合

〔
院
北
面
歌
合
〕

海
上
月

山
路
恋

⑳

A
供
花
会

旅
宿
氈
秋

行
不
遇
恋

〔
付
〕
家
集
以
外

の
資
料

に
よ
る
も

の
。

⑳

B
賀
茂
社
後
番
冖歌
合

(
元
暦
元

・
9
。
千
載
集
)

⑳

A
親
盛
入
道
歌
合

(
玉
葉
集

・
隆
信
集
)

{⑳

C
経
房
家
歌
合

(
建
久
6

・
正
)

⑳

C
石
清
水
社
歌
合

(
正
治
2

・
12

・
28
)
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右

の
整
理

は
詞
書

の
表
記

に
拠

っ
た
も

の
で
あ
り
、
厳
密
な
考
証
を
経
た
も

の
で
は
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
例

え
ば
⑮
～
⑰

の
賀
茂
社
関
係

の
歌
会

は

一
括

す

べ
き

も

の
か
も
し
れ
な

い
し
、
⑯

も
更

に
細

か
く

二
種
以
上

に
分
属

せ
し
む

べ
き

も

の
か
も
し
れ
な

い
。

不
明
な
点

は
多

い
の
で
あ

る
が
大
凡

の
傾
向
を
う

か
が
う

こ
と
は
で
き

る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
な

お
、
家
集

の
成
立

は
、
月
詣
集

成

立

の
寿
永

元
年

十

一
月
以
前
、
同

じ
寿
永

百
首

の
経
盛
集

・
経
正
集

は
同
年

六
月

に
成

っ
て
い
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
年
夏
～
秋
と
推

測
さ
れ
、
⑫
～
⑳

は
そ

れ

以

前

の
事
跡

と
い
う

こ
と

に
な
る
。

A

〔
後

白
河
院
関
係

の
歌
会
)

後

白
河
院
関
係
と
は

い

っ
て
も
、
②

住
吉
御
幸
会

、
⑪
新
熊
野
会

、
⑱
天

王

寺
御

幸
会
、
⑳
供
花
会

の
如

き
、
院
自

身
が

か
な

り
直
接

の
関

わ
り
を
持

っ
た

可
能
性

の
あ
る
歌
会
と
、
⑤

日
吉

歌
合

、
⑫
有
房

八
幡
社

歌
合

、
⑬
資
盛
家
歌

会

、
⑲

院
北
面
歌
合

の
如

き
、

こ
の
グ

ル
ー
プ

に
属
し
た
人
物

が
主
催

し
た
と

推
測
さ
れ
る
歌
会

の
性
質

は
多
少
異

っ
て

い
よ
う
。
前
者

の
②
⑪
⑱

は
院

の
寺

社
御
幸

に
扈
従
し
た
院
近
臣
達

の
歌
会

で
あ
る
。
有

名
な
三
四
度

の
熊

野
詣

を

初

め
、
院

の
寺
社
参
詣

は
数
多

か

っ
た
が
、
そ
う
し
た
際

に
従

っ
た
近
臣
等

に

ょ
る
か
よ
う
な
催

し
は
多

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
後
述
す
る
⑪

新
熊
野
会

の
他

に
も
、
槍
葉
集

に
は

後
白
河
院
御
時
、
今
熊
野
御
八
講

ッ
ト
メ
侍

ケ
ル

ニ
ヨ
ミ
侍
ケ

ル

権
大
僧
都
勝
詮

ミ
ク

マ
ノ

丶
ウ
ラ
ノ

ハ
マ
ユ
ウ

コ

、
ノ

ヘ
ニ
カ
ナ
ネ
テ
キ
ミ
ソ
ナ
カ
メ

マ

シ
ケ

ル

の

一
首

が
見

え
、
同
趣

の
会
が
多

か

っ
た
こ
と

を
推
測

さ
せ
る
。
な

お
、
後
白

河
院

の
今
熊

野
社

参
篭

の
際

の
御

八
講

に
は
、
安

元
元
年

六
月
十
七

日
、
治
承

二
年

十

一
月
八
日

(
い
ず

れ
も
玉
葉

所
見
)

の
例
が
知

ら
れ

る
が

、
こ
の
歌

は

祝

賀

の
歌
意
か
ら
し
て
、
中
宮
御
産
祈

(安
徳

天
皇
誕

生
)

の
性
格

を
持

っ
て

い
た
後
者

の
際

の
も

の
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
供

花
会

に
つ
い
て

は
別

に
集

成

注
3

し
た

こ
と
が
あ
る

の
で
省
略
す
る
が
、
承
安
～
治
承

に
か
け

て
の
頃
、
夏

・
秋

の
二
回
、
各

二
題

の
結
題

の
歌
会
が
定
例

に
催
さ
れ
た
ら
し
く
、
院

の
ほ
か
、

重
家

・
頼
政

・
俊
成
等

の

一
流
歌
人
、
親
宗

・
広
言

・
有

房

ザ
頼
輔

・
隆

信

・

親
盛
等

の
寿
永
百
首
歌
人

の
出
詠
し
た

こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

後
者

の
⑫
有
房
八
幡
社
歌
合
、
⑬

資
盛
家
歌
会

は
全
く

の
推
測

に
よ
る
認
定

で
あ

る
。
⑫

は

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
四

三
六

に
集
成
さ
れ

て
い
る
が
、
親
宗
、

師
光
、
有
房
、
親
盛

の
出
詠
が
知
ら
れ

て
い
る
。
親
宗
集

に

「
有
房
朝
臣

の
八

幡

に
て
歌
合

せ
む
と

て
歌
を
乞

ひ
し

か
ば
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
有
房

の
主

催
歌
合
と
認
定
さ
れ

て
い
る
わ
け

で
あ

る
が
、
有
房
集

に
見
ら
れ
る
交
友

関
係

か
ら
、
資
盛
ら
平
氏

の

一
部
を
含

め
た
院
関
係
グ

ル
ー
プ

の
歌
会
と
考
え
て
お

く
わ
け

で
あ

る
。
⑬

は
別

に
集
成

し
た
こ
と

の
あ
る
寿
永
元
年
頃

に
成

っ
た

二

種

の
資
盛
家
歌
合
と

の
関
係

に
よ

っ
て
の
推
定

で
あ

る
。

こ
の
二
種

の
歌
合
と

は
、
草
花

・
月

・
恋

の
三
題

で
有
房

・
親
宗

の
出
詠

し
て
い
る

a
歌
合
と
、
梅

・
五
月
雨

・
鹿

・
千
鳥

・
恋

の
五
題

で
、
俊
成
、
隆
信
、
寂
蓮
、
季
経

、定
家

、

小
侍
従

、
実
定

、
師
光
、
寂
超

ら
が

出
詠

し
、
俊
成
が
判
者

で
あ

っ
た
b
歌
合

と
で
あ
る
が

、

こ
の
⑬

は

a
歌
合

と
ほ
ぼ
性
格

を
同

じ
く
す

る
小

規

模

な

催

で
、
⑫

に
も
共
通
す
る
院
関
係

の
構
成
員

に
よ

っ
た
歌
会
と
推
測

さ
れ

る
わ
け

で
あ
る
。
そ
し

て
、
⑤

日
吉

歌
合

と
⑲
院
北
面
歌
合

は
、

こ
れ

ら
に
近

い
性
格

を
も

っ
た
親
盛
主
催

の
歌
合
だ

っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

こ

の
う

ち
⑲

院
北
面
歌
合

の
方

は
、

『
平
安

朝
歌

合
大

成
』

四
三
九
に
集
成

さ
れ

た
も

の
で
あ
り
、
月
詣
集
所
収

の
源
仲
頼
歌

の
詞
書

「藤

原
親

盛
院

の
北
面

に

こ
れ

か
れ
勧

め
て
歌
合
し
侍
り
け
む
、
河
辺

の
虫
と

い
ふ

こ
と
を
よ
め
る
」
を
手
が

か
り
に
し
て
、
親
盛
集
、
玄
玉
集
所
収
歌
も
合

せ
、
河
辺
虫

・
海

上
月

・
山
路
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恋

の
三
題
と
仲
頼

・
藤

原
兼
康

・
親

盛
が
集
成
さ
れ

て
い
る
。
厳

密

に
は
同

一

歌
合
資
料
と

い
え

ぬ
要
素
も
あ
る
が
、
か
な
り
規
模

の
小
さ
な
催

だ

っ
た
と
看

做
し

て
よ

い
か
と
思
わ
れ
る
。
⑤

日
吉
社
歌
合

の
方

は
、
や

は
り

『
平
安
朝
歌

合
大
成
』
四

一
九

に
集
成
さ
れ
、
既

に
稿
者
も
検
討
を
加
え
た

こ
と
が

あ
る
が

多
少
問
題
が
あ

る
の
で
後

に
詳
述
す
る

こ
と

に
し
、
後
白
河
院
権
力
を
背
景

に

し
た
親
盛
主
催

の
歌
合

で
、
歌
林
苑
会
衆

の
参
加

に
特
徴
が
あ
る
歌
合
で
あ
る

点

の
み
を
確
認

し
て
お
く

こ
と
と

し
よ
う
。

な

お
、
家
集
所
収
歌

で
は
な

い
が
、
⑫
親
盛
入
道
歌
合
も

こ
こ
に
組
み
入
れ

て
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。

こ

の
歌
合

は

『
平
安
朝
歌
合

大
成
』

四
五
五
に
集
成

さ
れ

て
い
る
が
、
玉
葉
集

(勝
命
法
師

「
千
鳥
」

又
は

「
月
前
千
鳥
」
)
、
類

従
本
隆
信
集

(
「
恋
」

・

「
雪
」
)

の
三
首
が
同

一
歌
合

の
も

の
と
す

る
と
、

或
年

の
冬
季

の
催

で
も
あ

ろ
う

か
。
然

し
て
、
隆
信
集

の
二
首
が
寿
永
百
首

で

あ

る
書
陵
部
本
隆
信
集

に
見

え
ぬ
と

こ
ろ
を
見

る
と
、
寿
永
元
年
七
月
頃
以
降

の
冬
、
そ

し
て
、
勝
命

の
事
跡

は
元
暦
元
年
九
月

の
賀
茂
社
後
番
歌
合

(
こ
の

年
七

三
歳
)
が
判
明
す

る
最
後

の
も

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
前
後

に
成
立

し
た

ヘ

へ

歌
合
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

か
。
類
従
本
隆
信
集

の
詞
書

に

「
親
盛
入
道
歌
合

し
侍

り
し
に
」
と
あ

る
が
、

こ
れ

は
同
集
成
立
時
点

か
ら
の
表
記
と
見

る
べ
き

で
、
親
盛

出
家

の
建
久

三
年
以
降

に
成

っ
た
歌
合
と
見

る
必
要

は
な

か
ろ
う
。

後
白
河
院
存
命
中

に
、
そ

の
近
従
者
と

し
て
主
催

し
た
歌
合

で
あ

っ
た
と
推
測

し
て
お
き

た
い
。

B

〔
歌
林
苑
関
係
歌
会
〕

地
下

・
隠
遁
者

・
女
房

ら

の
和
歌
愛
好
者
が
、
文
芸
愛
好
意
識
と

そ

の
狂
言

綺
語
観

と
を
核

と
し
て
グ

ル
ー
プ
活
動

を
行
な

っ
た
歌
林
苑
会
衆

の
事
跡

は
、

当
代
和
歌

史

の
重
要
な
特
色
と

し
て
注

目
さ
れ

る
が

、
諸
種
資
料

に
よ
る
と

、

保

元
～
治

承
に
か
け

て
は
俊
恵

の
僧
房
が
、
そ

の
後

の
寿
永
～

元
暦

に
か
け

て

注
4

は
重
保

の
賀
茂
社
が
中
心

の
舞
台

に
な

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ

の
点

か
ら
す

る

と
、
親
盛

の
場
合

は
、
後
半

の
賀
茂
社
中
心

の
時
代

に
な

っ
て
か
ら

の
参
加

の

よ
う

で
、
④
⑩
⑮
⑯
⑰
⑳

は
い
ず
れ
も
そ

の
例
証
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
但
、

⑤

日
吉
社
歌
合

は
、
先
述
し
た
如
く

A
に
属

せ
し

め
た
が
、
構
成
員

の
主
体

は

歌
林
苑
会
衆

で
あ

っ
た

よ
う

で
、
院
権
力
を
背
景

に
し
た

こ
う
し
た
歌
会

の
主

宰

で
俊
恵

・
道
因
ら
と

の
関
係
が
生

じ
、
後

に
こ
の
グ

ル
ー
プ

の
歌
会

に
参
加

す

る
よ
う

に
な

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

C

〔
そ

の
他
〕

①
親
隆
家
歌
会

は
前
記

の
如
く
、
最
も
若

い
時

の
歌
会

で
あ

り
、
主
催
者
と

の
特
別
な
人
間
関
係

に
よ
る
参
加

か
と
思
わ
れ

る
が
、
詳
細

は
判
明

し
な

い
。

前
記
集
成

に
は
冬
題
が
欠
け

て
い
る
が
、

四
季

・
恋

よ
り
成

る
五
題
構
成

の
歌

会

だ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
③
⑨

の
教
長
入
道
会

は
、
晩
年

の
教
長

の
出
家
生
活

の
中

で

の
、
歌
壇

か
ら
か
な

り
自
由
な
立
場

で
多
方
面

か
ら
参
加
者
を
迎
え

た

歌
会

で
あ

る
と
思

わ
れ

る
。
構
成
員

の
主
体

は
歌
林
苑
会
衆

で
あ

る
が
、
親
盛

に
と

っ
て
は
、
⑧

の
承
安

二
年
と

い
う
時
点

は
、
ま

だ
歌
壇
活
動

の
初
期

に
属

す
る
も

の
と
思

わ
れ
、
歌
林
苑
グ

ル
ー
プ

の

一
員
と

し
て
で
は
な
く
、
同
家
歌

会

の
開
放
的
性
格

か
ら
参
加

し
た
も

の
か
と
思

わ
れ

る
。
⑧

三
井
寺
山
家
歌
合

も
教

長

(判

者
)

と
関
係
深

い
歌
合

で
あ

る
。
参
加
者

の

一
人
長
慶

(教
長
男
)

は
、
歌
集
書
写

に
関
し
て
後
白
河
院

と
関
係

を
も
ち
、
人
脈

的
に
も
娘
が
高
松

院

右
衛
門
佐

で
、
高

松
院

(
父
鳥

羽
院

、
母
美
福
門
院
)

を
通

じ
て
後
白
河
院

に
近
そ
う

な

こ
と
、
親

盛
だ
け
が
唯

一
の
俗
人

の
参

加
者

で
あ

る
こ
と

を
考
慮

す
る
と
、

こ
の
歌
合

は
む
し
ろ
A
に
属
せ
し
め
て
も
よ

い
性
格

を
も

っ
て
い
る

注
5

か
も
し
れ
な

い
。
⑥
範

玄
歌
合
も
、
俊
恵

・
季
経

・
有
房

・
親
宗

と

い

っ
た
構

成
か
ら
す
る
と
、
③

教
長
歌
合

に
近

い
開
放
的
な
性
格

を
も

っ
た
歌
会

と
見

て

よ
か
ろ
う

。
即
ち
、
承
安
か
ら
治
承
初
年

に
か
け
て
、
歌
人
と
し

て

一
応

の
処
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遇
を
受
け

る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と

を
示

し
て
い
る
。
⑳
経
房
歌
合
、
⑳
石
清
水

歌
合

は
、
出
家
後

の
彼
が
、
建
久

・
正
治
期

の
後
京
極
家
、
土
御
門
家
、
後
鳥

羽
院
等

の

一
流
歌
壇

に
は
招

か
れ
な

い
が
、
も
う
少

し
周
辺

に
ま

で
拡
大
さ
れ

た
や
や
開
放
的
な
歌
会

に
は
昔

日
の
余
光

で
参
加

し
得
た
晩
年

の
状
況
を
示
す

資

料
だ
と

い
え

よ
う
。
な

お
、
.
⑭
百
首

は
八
題
し

か
歌
題
が
判
明
し
な

い
が
明

ら

か
に
堀
河
百
首
題

で
あ
り
、
そ
れ
を
寿
永
元
年
夏
以
前

に
詠
じ

て
い
る

こ
と

に
注
目
し

て
お

こ
う
。

以
上
を
綜
合
す
る
と
、
承
安
頃

か
ら
開
放
的
な
歌
会
を
通
じ

て
歌
人
と
し

て

の
処
遇
を
受
け

る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
後
白
河
院
権
力

の
背
景
を
利
用
し
た
歌

会

の
主
宰
な
ど

か
ら
歌
林
苑
有
力
歌
人
と

の
密
接
な
関
係
が
生
じ
、
寿

永
～
元

暦

に
か
け

て
は
賀
茂
社
会
衆
と
し

て
活
躍
し
た
。
建
久

の
院
崩
御

後

は
上
流
歌

壇

の
構
成
員
た
り
得
ず
、
周
辺

の
歌
会

に
辛
う
じ

て
名
を
残
す

に
留
ま

っ
た
、

と

い
う

こ
と

に
な
る

か
と
思
う
。

次

に
、
前

に
略
記

し
て
お
い
た

二
つ
の
歌
会

に
つ
い
て
若
干
検
討
を
加
え

て

お
き

た
い
。

〔
新
熊
野
社
歌
会
〕

先
ご

ろ
刊
行

し
た
拙
著

『
藤
原
俊
成

の
研
究
』

の
中

で
、

『
近
来
風
躰
』

に

「
新
熊
野
歌
合

に
、
俊
成
卿
判
云
、
夜
も
す
が
ら

の
詞
、
頗

不
可
庶
幾
」
と
見

え

る
俊
成
判

の
歌
合
が
、
親
盛
集
中

に
見
え

る

「
新
熊
野
会
」

の
注
記
を
付

し

た

「
郭

公
」

「
盧
橘
近
薫

」

の
二
首

の
歌
会
と
同

一
の
も

の
で
は
な

い
か
と

い

う
仮
説

を

の
べ
た
。
新
熊
野
社

は
、
後
白
河
院
が
勧
請

し
た
社

で
、
永
暦
元
年

十
月

十
六
日
に
新

日
吉
社

と
同
時

に
御
所
法
住
寺
殿

の
境
域
内

に
社

殿

が

成

り
、
遷
宮

の
儀
が
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
親
盛
が
後
白
河
院
近
侍

の
人
物

で

あ

る
こ
と
、
判
詞

の

「
夜
も
す
が

ら
」

の
語
が
夏
季
歌

の
表
現
ら

し
く
、
親
盛

集

の
二
首

の
夏
期
題
と

一
致

し
そ
う
な

こ
と
な
ど

か
ら
の
推
測

で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
で
そ

の
後
、
平
親
宗

の
家
集

(寿
永

百
首
)

に
も

こ
の
会

の
歌
ら

し
い
も

ひ
の
あ

る
こ
と
を
知

る
こ
と
が

で
き

た
。

(
洋
数
字

は
古
典
文
庫
番
号
)
。

今
熊
野

に
て
人

々
会

し
侍

し
に
、
社
頭
菖
蒲

の
心
を

33
な
ぎ

の
葉

も
の
き

の
あ

や
め
も

み
ど

り
に
て
あ
け

の
ほ
く
ら

は
な

の
み
な

り

け

り
盧
橘
近
薫

34
橘

の
は
な

ち
る
し
た

に
ま
と

ひ
し
て
む

か
し
を
し

の
ふ
む

つ
こ
と
そ
す

る

(
マ

丶
)

今
熊
野
御
参
籠
之
間
人
く

寄
よ
み
侍
け
る
に
、
郭
公
依
恋
と
い
ふ
心

を

佃
な

か
く

に
き
な

か
ぬ
よ

ひ
は
ほ
と
と
き
す

し
ぬ
は
か
り

に
は
な
け

か
さ
り

し
を
平
親
宗

は
、
時
忠
や
建
春
門
院
滋
子

の
弟

に
当
り
、
人
脈
的

に
は
清
盛

一
門

に
近

い
は
ず

で
あ

る
が
、

後
白
河
院
近
臣
と
し

て
活
動
し
た
為
か
清
盛
ら

に
疎

ま
れ
、
治
承

四
年

の
福
原
遷
都

の
折

に
は
新
都

へ
の
同
行
を
許
さ
れ
ぬ
(
家
集
)

と

い

っ
た
経
歴
を
も

っ
た
人
物

で
あ

る
。
近
臣
と
し

て
院

の
今
熊
野
参
篭

に
侍

し
、
親
盛
ら
と
歌
会

に
参
加

し
た
可
能
性

は
充
分
あ

る
で
あ

ろ
う
。
33

・
34
と

㎜
は
同

一
歌
会
と

は
限
ら
な

い
が
、
34
と
親
盛
集

の

「
盧
橘
近
薫
」
の

一
致

は
、

ま
ず
同

一
歌
会
と
見
做

し
て
差
支
え
な

い
で
あ

ろ
う
。
と
す

る
と
、

こ
の
歌
会

は
、
33

の

「
の
ぎ

の
あ

や
め
も
」

の
表
現

か
ら
、

五
月

五
目
に
そ
れ

に
近
接
し

た
日
の
張
行

で
あ

る
可
能
性
が
強

い
。
後
白
河
院

は
永
暦
元
年
四
月
十

三
日

に

新
造

の
法
住
寺
御
所

に
移
徒
さ
れ
た

の
で
あ

る
が
、
前
記

の
如
く
同
年
十
月

に

同
御
所
域
内

に
新
熊
野

・
新

目
吉
両
社
を
勧
請
し
た
。
そ
し

て
、
本
地

の
近
江

の
日
吉
社

に
は
こ
の
年

三
月
二

四

日
、
熊
野
社

へ
は
十
月

二
三
日
が
第
二

度

の

御
幸
と
な

っ
て
い
る
。
両
社

へ
の
信
仰

の
深
ま
り
が
院
権
力

の
強
化

の
時
期

に
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重
な

っ
て
い
る

こ
と

は
疑

い
な

い
事
実
で
あ
り
、

こ
の
後

に
度
重
な
る
本
地
自

体

へ
の
御
幸

に
見
取
れ
る
熱
意
が
、

一
方

で
は
身
近
な
加
護
を
求

め
る
心
と
し

て
働

い
て
両
社

の
勧
請

に
も
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
院

の
新
熊
野

へ
の
御
幸
、

参
篭

の
記
録

は
諸
資
料

に
お
び

た
だ

し
い
が
、
出
雲
路
敬
和
氏
編

の

『
今
熊
野

観
音
寺
史
』

(昭
和
47

・
6
刊
)

の
集
成

に
拠

る
と
、
夏
期

で
、
寿
永
元
年

の

寿
永
百
首
成
立
以
前

の
例
と

し
て
は

安
元
元

・
6

・
17

(玉
葉
)
、
安
元
2

・
6

(玉
葉

)
、
治
承
3

.
4

.
6

(
山
槐
記

)
、
寿
永
元

・
5

・
15

(玉
葉
)
、

な

ど
が

あ
げ

ら
れ
る
。
参
篭

の
日
数

な
ど
は
時

に
よ

っ
て
区

々
で
あ

る
が
、
寿

永

二
年

六
月

の
場
合
な

ど

は

一
〇
日
に
も
及
ん
で
お
り

(
吉
記
)
、

そ

の
点
か

ら
す
る
と
、
前

記

「
の
き

の
あ
や
め
」

の
表
現
が

関
係

し
得

る
蓋

然
性

の
最

も

大
き

い
の
は
、
寿
永
元
年

五
月

の
場
合
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
但
、

こ
の
歌
会

と
、
親
宗
集

鄭
歌

の
会
、
そ
れ
と
親
盛
集

「
郭
公
し
題

の
歌

会
、
さ

ら

に

は

『
近
来
風
躰
』

の
俊
成
判

の
歌
合
が
重
な
る

か
否

か
は
依
然
明
ら
か

に
は
し
得

な

い
。

し
か
し
、
確
認

し
得

る
資
料

の
全

て
が
夏
期
題

で
あ

る
こ
と

は
、
同

一

歌
合

で
あ

る
可
能
性
も
考

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。

な

お
、
寿
永

百
首

で
あ

る
広
言
集

の
次

の

一
首
、

世

の
中
静

か
な
ら
ず
侍

り
し
こ
ろ
、
宗
円
法
橋

し
の
び

て
歌
合
す
と

て

懐

旧
歌

こ
ひ
て
侍

り
し
か
ば
、

つ
か
ま

つ
り
し

世

の
中

を
思

ひ
み
だ
る
～
た
び

ご
と

に
昔

を

の
み
ぞ
し

の
ぶ
も
ち
ず

り

は
、
宗

円
が
新
熊
野
社
第

二
代
別

当

(第

一
代

は
父

の
弁
宗

)
で
あ

る
と

こ
ろ

か
ら
、
後

白
河
院
関
係
者

の
密

々
の
歌
合
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
、
右

の
新
熊

野

社

歌
合
と
も
何

ら
か

の
関

係
が
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

〔
日
吉
社

五
首
歌
合
〕

こ
の
歌
合

は

『
平
安
朝

歌
合
大
成
』
四

一
九

に
集
成
さ
れ
、
前
掲
拙
著

に
も

触
れ
た
と

こ
ろ

で
あ

る
が
、
検
討
を
要
す
る
点
が
若
干
残
さ
れ

て
い
る
の
で
、

と
り
あ
げ

て
お
き
た

い
。
萩
谷
氏

の
集
成
さ
れ
た

一
七
人
、

三
八
首

の
資
料
か

ら
判
断
す

る
と
、
桜

・
郭
公

・
月

・
雪

・
恋

の
五
題

の
歌
合

で
、
俊
成
が
判
者

で
あ

っ
た
ら
し

い
が
、
隆
房

(
続
古
今
)
、
顕
昭

(夫
木
抄
)

の

資

料

に

は

「
日
吉
社
恋

五
首
歌
合
」
と
あ

り
、
ま

た
、
季
経
集

に
は

「
新

目
吉
社
歌
合
」

と

い
う
異
伝
が
あ

っ
た
り
し
て
不
明
な
要
素
が
残

っ
て
い
た
。

こ
れ
を
決
定
的

に
整

理
す

る
用
意

は
な

い
が
現
段
階

で
の
私
案
を
示

し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
寿

永

百
首

と
い
う

同

一
時
期
成
立
家
集

を
基
本

に
お
い
て
考

え
る
と
、
頼
輔

・
親

宗

・
広

言

の
三
人

の

一
四
首

は
同

一
歌
合
と
見
な

し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
成

仲

・
親

盛

・
経

正
も

一
題
ず

つ
で
は
あ
る
が

、
寿

永
百
首

の
縁

で

こ
れ
に
準

じ

て
よ

い
か
と
思
わ
れ
る
。
有
房
集

と
実
家
集

も
成
立

の
近
さ
か
ら
、
ほ
ぼ
含

め

る

こ
と

に
妥
当
性
が
認

め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
親

盛
集

の
贈
答

歌
か
ら
道

因
が

参
加
し
た

こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
そ

の
道
因
歌

の

一
首
が
負
歌

に
な

っ
た

こ

と
を
慰

め
る
俊
恵

の
歌
が
続
千
載
集

に
載

っ
て
お
り
、
林
葉
集
所
収
歌

五
首

の

題

は
全

て
他
と

一
致
す

る
か
ら
、
俊
恵
も
参
加
者
と
認

め
て
よ
い

と

思

わ

れ

る
。

こ
の
俊
恵
が
認

め
ら
れ

る
な
ら
ば
、
和
歌

口
伝

の
資
料
的
価
値
が
保
証
さ

れ

る
か
ら
、
登
蓮

の
出
詠
と
、
判
者
が
俊
成

で
あ

っ
た
こ
と
も
信
用

し
得

る
こ

と

に
な

る
。

そ
し
て
、
判
者
俊
成
が
確
認

さ
れ
れ
ば
、
夫
木
抄

の
光
行

も
入
れ

注
6

て
よ
い

こ
と
に
な

り
そ
う

で
あ

る
。
と
な

る
と
問
題

は
残

り

の
、
季
経

、隆
房

、

顕
昭
、
慈

円

の
四
人
で
あ
る
。

こ
の
う

ち
、

「
新

日
吉
社

歌
合
」
と

す
る
季
経

(寿

永
百
首
)

の
四
首
は
、
歌
題

の

一
致

か
ら
、
萩

谷
氏

の
説
く

よ
う

に
別

の

歌
合
歌
と

は
考
え
難

い
。
親
盛
集

に
よ

っ
て
、
本
歌
合

の
結
構

は
親

盛
が
行

っ

た

こ
と

は
明
ら

か
で
あ
り
、
親
盛
が
後
白
河
院
関
係
者

で
あ
る

こ
と
か
ら
、
新

熊
野
社

・
新

日
吉
社

で
何
度

か
行
な
わ
れ
た
歌
合
が
念
頭

に
あ

っ
て
、
出
詠

の

み
で
参
加

し
な

か

っ
た
と

い

っ
た
事
情

で
も
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
季
経
が
家
集
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編
纂

に
際

し
て
誤

記
し
た
と
考

え
ら
れ
な
く
も
な

い
。
隆
房

・
顕
昭

の

「
日
吉

社
恋

五
首
歌
合
」

は
別
種

の
歌
合
と

す
べ
き

で
は
な

い
で
あ

ろ
う

か
。
ま

た
、

慈

円
は
治
承

二
年

八
月
以
前

の
時
点

で
は
伝
記
上

も
人
間
関
係

か
ら
も
若
干
疑

念
が
あ

り
、
彼
が

そ

の
後

日
吉
社

で
歌
合

を
催
す
可
能
性

は
充
分
あ

る
の
で
、

こ
れ

も
別
種

の
歌
合
と
考

え
て
お
き

た
い
。

い
ず
れ

に
せ
よ
こ

の
歌
合

も
後
白

河
院
関
係
者

に
よ
る
催
な

の
で
あ

り
、
そ

の
た
め
に
親
盛

の
果

し
た
役
割
が
大

き

か

っ
た
こ
と
、
俊
成
が
共

に
判
者
と
な

っ
た
こ
と
が
和
歌
史
的

に
注
目
さ
れ

る
わ
け
で
あ

る
。

注
1

・
2

久
保
田
淳
氏

「新
古
今
前
後
研
究
断
片
⇔
ー

藤
原
親
盛
の
出

家
」
和
歌

史
研
究
会

々
報
23
号

(昭
41

・
8
)
。

注
3

『
藤
原
俊
成

の
研
究
』
七

一
〇

ペ
ー
ジ
。

注
4

昭
和
48
年
度
和
歌
文
学
会

・
中
古
文
学
会
合
同
大
会
で
発
表
し
た

「
寿
永
百
首

に
つ
い
て
」

で
述
べ
た
。

注
5

注
3
拙
著

参
照
。

注
6

治
承

二
年

の
時
点

で
は
光
行

は

一
六
歳
で
あ
り
、
や
や
若
す
ぎ
る
難

の
あ
る

こ
と

は
注
3
拙
著

に
も
触
れ
た
が
、
続
拾
遺
集

・
雑

春
鵬

・
脳

に
は
次

の
如
き
贈
答
歌
が
あ
る
。

大
内

の
花
み
侍
り
け
る

に
人

の
も
と
よ
り
あ
ら

ぬ
さ
ま

の
申
し

て

侍
り
け
る
返
事

に

源
光
行

,

尋

ね
き

て
ふ
み
見
る
べ
く
も
な
き
物
を
雲
居

の
庭

の
花

の
し
ら
雪

返
し

法
眼
宗
円

誘

は
れ
ぬ
今

日
ぞ
知
り
ぬ
る
ふ
み
通
ふ
跡

ま
で
厭
ふ
花

の
雪

と

は

無

論
、
何
時

の
贈
答

と
も
判
明

し
な

い
が
、

宗
円
が
前
記
新
熊
野
社

別

当

で
あ

る
こ
と
を
思

え
ば

、
両
者

の
関
係
が
後
白
河
院
関
係
者

の
歌
会

で
あ

る
新
熊
野

・
新

日
吉

で
の
会
を
通

じ
て
早
く

か
ら
結
ぼ
れ

て
い
た

可
能
性
が
あ
り
、
光
行

の
参
加
が
不
自
然

で
な

い
こ
と
を
認

め
て
よ

い

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ

る
。

な
お
、

こ
の
歌

の
詞
書

の

「
大
内
」

は
法
住
寺
御

所

の
可
能

性
も
考
え

ら
れ
、
後
白
河
院
関
係
者
と
し
て

の
両
者

の
交
際

の
密
な

る
こ
と

の
徴

証

と
看
做
し

て
も
よ

い
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
新

勅
撰
集

・
雑

二
螂　

の
宗
円

の
歌

「
わ
か

の
う
ら

に
し
ら
れ

ぬ
あ
ま

の
も
し
ほ
ぐ
さ
す
さ
び

る

ば

か
り

に
く
ち
や

は
て
な

ん
」

は
、
鵬

の
平
行
盛
歌
と

の
関
係
が
あ
る

と
す
れ
ば
千
載
入
集

の
願
望
歌

の
可
能
性
が
あ
り
、
前

記
両
歌
合
を
通

じ

て
の
俊
成
と
宗
円

の
関
係
を
う
か
が
わ
せ

て
興
味

深

い
。
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